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羽越河川国道事務所 横川ダム管理支所長 坂内 幸介（ばんない こうすけ）

～ 小国町と国交省がダム利用の覚書を締結 ～

横川ダム（平成20年4月運用開始）周辺では、地域交流施設の整備や「白
い森おぐに湖体験」等のイベントが開催されるなど、地域活性化に向けた
様々な取り組みが進められています。

この度、小国町では、横川ダムを活用した新たな特産品づくりに着手する
ため、「横川ダムに係る施設等の利用に関する覚書」を令和３年11月8日に
羽越河川国道事務所と締結しました。

本取り組みは、ダム内部に設置された監査廊（※）内に地場産の食料品や
飲料品を貯蔵し、品質向上・改良を試験的に重ねることにより新たな特産品
づくりを目指すもので、第１弾は日本酒の貯蔵・熟成を予定しています。

横川ダム全景 ダム監査廊内（最下層）

貯蔵場所貯蔵場所（堤体内）

小 国 町

小国町 産業振興課長 磯部 俊二（いそべ しんじ）

【横川ダム施設等に関すること】

【食料品や飲料品の貯蔵に関すること】

山形県西置賜郡小国町大字小国小坂町２－７０
電話 ０２３８－６２－２４１６ ＦＡＸ ０２３８－６２－５４６４

※監査廊は、ダム施設等の管理の為に設置されているもので、年間を通して室温が１１℃程度で安定しており、 日本酒
などの貯蔵にも適した環境となっています。


